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　昭和20年に当時の庁舎が戦災により焼失。戦後復興計画の一環として、耐火構造による庁舎を建設するために、全国から設計図の懸賞募集を行う。
これは戦後間もない時期としては、本格的な競技設計（コンペティション）となった。

募集要項（「昭和25年度　庁舎建設一件」より）

下関市庁舎懸賞競技設計の実施 ～下関市役所新庁舎設計図案の募集～
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　応募案は144件（うち１件は、締切り後に持参されたもので無効）にも及び、昭和26年１月に設計図について審査を行い、田中誠氏らの案が１等入選と
決定した。審査の方針としては、構造のみならず、起伏の激しい不規則な形状をもつ敷地に対する配置計画や関門海峡からの景観についても考慮された。

１等入選作品 競技設計審査報告（「日本建築学会　建築雑誌　昭和26年５月号」より）

下関市庁舎懸賞競技設計の実施 ～１等入選者の決定～

透視図

模型 配置図


